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車道と分離された専用の歩道で転んだ

建物敷地内で転んだ

屋外の階段で転んだ（建物構内以外）

歩行者と車が分離されていない道路（白線
で書かれた歩道分も含む）で転んだ

公園・広場で転んだ

建築物内部で転んだ

共同住宅、公共施設、駅舎などの建物構内
の共用階段で転んだ

横断歩道で転んだ

公共交通機関（バス、鉄道など）の車両内
で転んだ

その他

転んだことはない

わからない（*1）

（注）※は調査時に選択肢がなく、データが存在しないもの
（*1）平成13、17年は「無回答」
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14 屋外における転倒事故（Ｑ３７） 

 

外出時の屋外における転倒事故をみると、この１年間に「転んだことはない」人は 90.7％

であり、転んだことのある人は 9.1％となっている。 

転倒した場所をみると、「車道と分離された専用の歩道で転んだ」が 2.6％、「建物敷地

内で転んだ」が 1.3％、「屋外の階段で転んだ（建物構内以外）」及び「歩行者と車が分離

されていない道路（白線で書かれた歩道分も含む）で転んだ」が 1.2％となっている。 

過去の調査と比較すると、大きな差はみられない。 

 

図 14－１ 屋外における転倒事故（Ｑ37） 
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【　総　数　】 2062 2.6 1.3 1.2 1.2 1.0 0.7 0.4
【都市規模別】         
大都市                 472 3.4 1.1 1.9 1.5 1.1 0.6 0.2
中都市                 867 2.3 1.4 1.2 1.4 0.8 0.7 0.3
小都市                 522 2.7 1.5 0.6 0.8 1.0 0.8 1.0
町村                   201 1.5 1.0 1.0 0.5 1.5 0.5 -
【性別】               
男性                   979 2.0 1.2 1.1 1.0 1.4 0.2 0.2
女性                   1083 3.0 1.4 1.2 1.3 0.6 1.1 0.6
【年齢階級別 】        
６０～６４歳           574 1.7 1.0 1.2 0.2 1.0 0.7 0.3
６５～６９歳           500 2.4 1.8 0.6 0.8 1.0 0.8 0.6
７０～７４歳           457 2.8 1.8 0.9 2.2 0.9 0.7 0.2
７５～７９歳           322 3.4 0.6 2.5 1.2 1.2 0.3 0.9
８０～８４歳           147 3.4 1.4 1.4 2.7 0.7 1.4 -
８５歳以上             62 3.2 - - 1.6 - - -
【健康状態別 】        
良い                   787 1.4 0.6 1.1 0.4 0.5 0.6 0.5
まあ良い               379 2.1 1.3 0.5 1.1 1.3 0.5 -
普通                   533 2.3 1.1 1.1 1.3 1.3 0.8 0.6
あまり良くない         293 5.5 2.4 1.0 2.4 1.0 0.7 -
良くない               70 8.6 5.7 5.7 4.3 1.4 1.4 2.9
良好（計）             1166 1.6 0.9 0.9 0.6 0.8 0.6 0.3
不良（計）             363 6.1 3.0 1.9 2.8 1.1 0.8 0.6
【外出の頻度別】       
ほとんど毎日           1360 2.3 1.3 1.2 1.1 1.3 0.8 0.4
週に４～５日           337 2.7 1.2 1.2 1.2 0.6 - -
週に２～３日           275 3.3 1.8 1.1 1.1 0.4 0.7 1.5
週に１日程度           54 7.4 1.9 1.9 - - - -
月に２～３日以下       31 - - - 6.5 - 3.2 -

【　総　数　】 0.2 0.1 1.5 90.7 0.2 101.1 9.1
【都市規模別】         
大都市                 0.2 0.2 1.7 88.6 0.2 100.6 11.2
中都市                 0.3 0.2 0.8 90.9 0.5 100.8 8.7
小都市                 0.2 - 1.9 91.6 - 101.9 8.4
町村                   - - 2.5 92.5 - 101.0 7.5
【性別】               
男性                   0.3 0.2 1.9 91.5 0.1 101.3 8.4
女性                   0.2 0.1 1.0 89.9 0.4 100.8 9.7
【年齢階級別 】        
６０～６４歳           - 0.2 1.4 93.0 - 100.9 7.0
６５～６９歳           0.2 0.2 1.4 90.4 0.6 100.8 9.0
７０～７４歳           0.2 - 1.3 90.8 0.2 102.0 9.0
７５～７９歳           0.6 0.3 1.2 88.2 0.3 100.9 11.5
８０～８４歳           0.7 - 3.4 85.7 - 100.7 14.3
８５歳以上             - - - 95.2 - 100.0 4.8
【健康状態別 】        
良い                   0.3 - 1.3 93.4 0.4 100.5 6.2
まあ良い               - 0.3 2.1 91.6 - 100.8 8.4
普通                   - 0.2 1.3 90.4 0.2 100.6 9.4
あまり良くない         0.3 0.3 1.0 86.7 0.3 101.7 13.0
良くない               2.9 - 2.9 74.3 - 110.0 25.7
良好（計）             0.2 0.1 1.5 92.8 0.3 100.6 6.9
不良（計）             0.8 0.3 1.4 84.3 0.3 103.3 15.4
Ｑ３０　外出の頻度別   
ほとんど毎日           0.2 0.1 1.3 91.0 0.4 101.3 8.6
週に４～５日           - 0.6 2.4 90.5 - 100.3 9.5
週に２～３日           0.4 - 1.5 89.5 - 101.1 10.5
週に１日程度           1.9 - - 88.9 - 101.9 11.1
月に２～３日以下       - - - 90.3 - 100.0 9.7

共同住宅、
公共施設、
駅舎などの
建物構内の
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転んだ

横断歩道
で転んだ
 

公共交通
機関の車
両内で転
んだ

その他
 
 

建築物内
部で転ん
だ

転んだこ
とはない
 

わからない
 

回答計
 
 

転んだこ
とがある
（計）

屋外の階
段で転ん
だ

歩行者と車
が分離され
ていない道
路で転んだ

公園・広
場で転ん
だ

総数
 
 

車道と分離
された専用
の歩道で転
んだ

建物敷地
内で転ん
だ

年齢階級別にみると、84 歳以下では年齢階級が上がるほど転んだことのある人の割合が

高くなる傾向がみられ、60～64 歳で転んだことのある人は７％に過ぎないが、80～84 歳で

は 14.3％となっている。 

健康状態別にみると、健康状態の良くない人ほど転んだことのある人の割合が高くなっ

ており、健康状態の良い人で転んだことのある人は 6.2％に過ぎないが、良くない人では

25.7％に達している。 

表 14－１ 屋外における転倒事故 
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